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＜報告事項＞  

 ◇RAM＆RAI 情報交換会 （ZOOM） 

  ➣ 期日 11 月 15 日(日) 20:00-21:35 にて 

20:00~ 20:45 家本政明 氏の講義 

20:45~ 21:30 地域情報交換(3 人ずつ 6 グループ) 

➣ 参加者(敬称略) 

RAM: 古曽部(北海道)、川村(東北)、安元(関東)、佐藤光(北信越)、荒川(東海) 

原田昌(中国)、宮成(四国)、相葉(九州) 

RAI: 岡田(北海道)、佐藤公(東北)、西(関東)、下村(北信越)、青山(東海) 

角山(関西)、森本(関西)、前田拓(中国)、河野(四国)、野田(九州) 

JFA: 小川、山田、泉、伊藤、高橋、佐幸、山﨑 

講師: プロフェッショナル審判員 家本政明 

 

◇ 47FA 女子審判員育成意見交換会ついて（ZOOM） 

*北海道参加者 大岩真由美、勝谷忍、蝦名隆幸、大石かおり 

  ➣ 期日 12 月 10,13 日 

  ➣ 内容  

・地域活動発表  三重県 間島美奈子さん、 沖縄県 國吉勝也さん 

    ・グループディスカッション 

    ・全体発表 

 

 ◇ 2020 1 級インストラクター勉強会（ZOOM） 

  ➣ 期日： 12 月 21 日（月）20 時~21 時 45 分 

➣ 目的： 

審判員の評価の考え方をアセッサー間で統一するために、審判員の試合全体でのコントロ

ールがどのようなパフォーマンスであったかの判断の根拠を整理し、適正な評価点を導ける

よう、「アセスメントレポートの手引き」を確認して理解を深める。 

➣ 分析試合 

第 22 回 日本フットボールリーグ 第 26 節 ソニー仙台 vs FC 大阪 

  ➣ 内容 

   ・KI（Key match Incident）の確認 

   ・グループディスカッション 

   ・意見交換（パフォーマンス、評価点） 

   ・指導者部見解提示 

 



◇ 2020 第 3 回地域育成担当者会議（ZOOM） 

*北海道参加者 古曽部統太郎、岡田渉、平石暁史、籾山智哉、沓澤整治 

  ➣ 期日 12 月 22 日 19:00~21:00 

  ➣ 内容 

（1） 2020 年度事業報告、2021 年度の事業の見通し 

（2） JFA 育成事業の目的 

（3） 事例共有  

  ・関西ユース審判員研修会（審判と技術との協調）  鳥家 浩司 氏（滋賀） 

  ・北信越育成審判員研修会             佐藤 光雄 氏（長野） 

 グループディスカッション 

（4） その他 

 

◇2021JFL 主審候補者プール について 

 ＊この事業は、新しい「1 級審判員認定審査」の仕組みです。 

  今までは、地域の試合で第 1 次、第 2 次審査が行われていました。 

2021 年より、「JFL主審候補者プール」として年間を通した試合での評価をもとに、JFLの

試合で主審ができる力のある審判員かどうかを見極めていき、1 級審判員と認定していきます。 

評価項目は、試合での評価とともに、競技規則テスト、フィジカルテストがあります。年間

で上位の審判員が、最後の「アセスメントセンター」で、インタビューテストやフィジカルチ

ェックを受け、JFL 審判員候補として名簿に登録されます。その後、1 級審判員の状況から基

本的に登録順に 1 級となっていきます。 

   2021 年は、JFL主審候補者プール 19 名（10 名 NC ＆ 9 名地域推薦）が対象です。NC

（全国大会担当）審判員はすでに 1 級審判員ですので、本人の適性と希望などを考慮して、JFL

主審か JFL 副審へと昇格します。 

 

＜その他情報＞ 

 ➣ 全国大会への 2 級審判員派遣 

  ・2021 年の大会へも今年度同様に審判員派遣を計画 

  ・事前勉強会を実施して大会に臨む 

  ＊ 2020 年より、2 級審判員が 1 級審判員に割り当てられていた全国大会に派遣されるよう   

   になりました。これには、次のようなことが前提として挙げられます。 

   〇審判員及び審判指導者に関する規則の「第 5 条 技能の区分」は、無条件で担当できる試

合を示しています。1 級審判員は JFA 主催大会というように。ただ、一方で、充分な技能

がある審判員を、上位の試合に「割当してはならない」と制限するものではありません。 

   〇地域には、1 級審判員にはなっていないが、実力ある審判員が強化されています。用語の

定義も「強化＝1 級審判員を目指すことではない」と考えており、「強化＝地域審判員のレ

ベルアップ、地域の試合に対してその試合の価値をあげられるレフェリングを身につける

こと」と考えています。このことから地域での様々な活動から実力の高い審判員がいます。 

     このようなことより、上位である全国大会に見合う実力のある審判員を、地域から推薦し

てもらうようになりました。是非、皆様の中でもそういうところに目指す審判員が出てくる



ことを期待しています。  

 

 ➣ 第 44 回 日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会 

  ・準々決勝まで、2 級審判員が担当 

   -地域 2 級･･･北海道１，東北１，関東２，北信越４，東海１，関西２，中国２，九州１ 

   -RAC･･･各地域１   ⇒北海道から、堀悠雅さん(地域)と小松祐也さん(RAC)が参加 

  ・事前勉強会 3 回実施 

-12/ 9  大会概要、競技規則テスト、レフェリーマインド 

-12/16 競技規則の回答、ヘディングの競り合い 

-12/20 アドバンテージ、チームが取り組んでいること（ボールの奪い方、球際、ボディコ

ンタクト） 

 

 ➣ HKFA 2 級審判員勉強会開催 

  2 級審判員を対象としますが、特に、下記のような人 

・資格更新のための講習会ではありません。 

・更新講習とは違った雰囲気を味わいたい 

・少し審判の勉強がしたい 

・少し判定の考え方を整理してみたい 

・2 級になってから講習会もあまり参加していない 

・特に目的はないが、参加してみよう 

に参加していただきたいと思います。簡単に言うと、自由参加です。 

 ＊＊開催日＊＊ 

 ◇勉強会① 

道北 1/25 済み  道東 1/27(水)   道南 1/28(木) 

道央 2/1(月)    札幌 2/2(火) 

 

◇勉強会② 

道東 2/15(月)   道南 2/16(火)   道央 2/17(水) 

道北 2/18(木)   札幌 2/22(月) 


